














































調査した。初期の所属不明の古浄瑠璃正本 5 点iv、六字南無衛門の正本 1 点v、






















    （『古浄瑠璃正本集』加賀掾編 4 巻：p.188）
　　　くるくると追取まはし鑓ぶすま。のかさぬ。やらぬとつめかくる。造酒
之進両手を上。あヽしばらくまつたまつた。
　（3）宝永 3 年（1706）「卯月紅葉」  （『近松全集』4 巻：p.481）
　　　けはしくかどをたゝきたて。これおきたおきた。二かいのむしこをはづ
いてうへからおびがさげてある。














出た出た 　3 1704 頃，1742，1765
おきたおきた 　2 1706，1758
明た明た 　2 1710 以前，1720












































































































（寛延元年：1748）中の薬売りの呼び声xiv など 2 例がある。「買たり」の 2 例目




新田系図」xvi において、また、菅専助の明和 7 年（1770）「小田館雙生記」xvii 等
においても見られる。
　以上の調査結果から、「待つたり」表現の初出は、「まつた」の初出（元禄 11 年： 




















　「待つたり」表現総出例数 26 例の 10 年毎の年代別出例数を「待つた」表現




































































































































































における終止形「た」の使用 22 例に対し「たり」の使用は 1 例であったと述
べているxx。
　そこで、近松の「曽根崎心中」（元禄 16 年 1703）や紀海音の「なんば橋心中」
（宝永 3 年 1710）の会話文中の「た」と「たり」の使用頻度を比較したところ














  （「姫蔵大黒柱」：p.13 元禄 12 年 1699）
　　　　　身が盗みをしたり娘をころした志が無になります。
  （「傾城壬生大念仏」：p.169 元禄 15 年 1702）
　（2）乙　叩いたり喰い付いたりする天草陣の時のこと、今は古い。














11 例、『近松浄瑠璃集　上・下』中の世話物浄瑠璃に 5 例、『紀海音全集』1，5，
7 巻中の世話物浄瑠璃中に 12 例、『西沢一風全集』4，5，6 巻中に 13 例、『竹
本座浄瑠璃集』、『豊竹座浄瑠璃集』各 1，2 巻中に 7 例の合計 48 例が確認された。
　この 48 例中、「詞」中に出例する 31 例のタイプを検討したところ、湯沢（1955：
p.367）のいう甲①「ＡたりＢたり」タイプが 21 例、②「ＡたりＢする」タイ
プが 6 例、乙③「ＡたりＢたりする」タイプが 4 例であった。
　②のタイプ 6 例をさらに検討したところ、「Ｂする」の部分が未然形 1 例、
連用形 3 例、命令形が次の（4）（5）に示すように 2 例みられた。
　（4）「よたれをたれすにすたれもかけたり火入れに火をも入れさしやれ」
  （「長命寺開帳」、『古浄瑠璃正本集』加賀掾編 5 巻：p.321、



























































































『古浄瑠璃正本集』1・2・3・4・5・6・9 巻 ［37 正本］　角川書店Ⅰ巻，2 巻，3 巻（1964）4 巻（1965）
5 巻（1966） 6 巻（1967）9 巻（1981）
『舞の本』岩波書店（1994）  





『紀海音全集』1-7 巻［43］　清文堂出版　1 巻（1977）- 7 巻 （1980）
『西沢一風全集』4 巻 -6 巻［10］　汲古書院　（2004-2005）
『豊竹座浄瑠璃集』1-3 巻［15］　国書刊行会（1990-1995）
『竹本座浄瑠璃集』1-3 巻［15］　国書刊行会（1988-1996）
『竹田出雲・並木宗助浄瑠璃集』新日本古典文学大系 ［4］　岩波書店（1991）
『文楽浄瑠璃集』日本古典文学大系［1］　岩波書店（1985）
『浄瑠璃集上』日本古典文学大系［1］　岩波書店（1980）　
『近松半二浄瑠璃集』1-2 巻 ［8］　国書刊行会（1987）（1996）
『近松半二集』日本古典全書［2］　朝日新聞社（1949）
『脚本傑作集』［1］　博文館（1929）
『近松半二浄瑠璃集』［3］　博文館
『半二戯曲集』［8］　国民文庫刊行会（1910）
『竹田出雲浄瑠璃集』［1］　博文館
『徳川文藝類聚』［1］　国書刊行会（1916）
『忠臣蔵浄瑠璃集』［2］　博文館（1929）
『近松半二・江戸作者浄瑠璃集』新日本古典文学大系［3］　岩波書店（1996）
『菅専助全集』1-6 巻［33］　勉誠社（1990-1995）
『浄瑠璃集』［1］　小学館（1971）
『上方歌舞伎集』新日本古典文学大系［1］　岩波書店（1998）
『西鶴集』上・下　岩波書店（1968）
「戯言養気集」『噺本大系第 1 巻』東京堂出版（1975）
『醒睡笑』笠間書院（1982）
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